
2018年度経済学部

夏季休暇学生懸賞論文
募集

■論題
１、金融危機はまた起こるのか
２、貿易摩擦問題とこれからの国際経済関係
３、災害とどのように向き合うか
４、少子高齢化時代の社会保障のあり方
５、働き方はこれからどう変わるか
６、これからのエネルギー政策について
７、「戦後」を考える
８、自由論題

■賞
１ 席 賞状と副賞 金10万円
２ 席 賞状と副賞 金５万円
３ 席 賞状と副賞 金３万円 ※賞にもれた人にも記念品（図書カード）があります。

佳 作 賞状と副賞 金１万円 ※一人何編でも応募できますが、賞は上位の一編のみ。

■応募資格
滋賀大学経済学部または経済学研究科の学部生・院生・研究生・学部卒業生・院修了生

■応募規定
１、論題は、自分で設定すること。
２、枚数は、20ページ程度。（和文約20,000字程度、英文約6,000words程度）
３、表紙に論題・氏名・学籍番号または卒業年度、在学生でゼミに所属する者は、指導教員名を明記すること。

４、表紙の次のページに1,200字以内の要約文をつけること。
５、提出論文は、未発表論文に限る。

■締切 2018年9月28日（金）午後5時

■発表 2018年12月初旬の予定 ※審査は学部生レベルクラスと大学院生レベルクラスにわけて行います。

■提出先・問い合わせ先
経済経営研究所（総合研究棟〈士魂商才館〉１階） tel. 0749-27-1047

※メールによる応募は受け付けていません。

滋賀大学経済学部


